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「自由」について考える         校⾧ 細貝 雅之 

 
4 月に日立一高と附属中の校⾧として赴任し、９か月がたちました。この学校の伝統のす

ばらしさを改めて感じるとともに、ややもすると私たちは、それが当たり前になって、深く

考えずに生活しているのではないか、と思うこともあります。今日は、日立一高の校風であ

る「自由」と「自律」について、18 世紀ドイツの哲学者カントの思想を手掛かりに、深掘り

してみたいと思います。 

明日は学校が休みです。太郎さんは、寝たいだけ寝て、食べたいときに食べて、ゲームを

やる、スマホをいじる、一日やりたいことをやって過ごします。花子さんは、自分でスケジ

ュールを決めて、決めたとおりに起きて、勉強して、食事をして、計画通りに過ごします。

さて、二人のうちで自由なのは、どちらでしょう。 

カントの答えは決まっています。自由なのは、花子さんです。 

太郎さんは、快楽を求めるという欲望に動かされているだけ、すなわち自然法則に従って

いるだけで、そこに「自由」はありません。一方で、花子さんは、意志の力により本能の誘

惑を断ち、自分の行動をコントロールしています。動物は自然の法則にしたがい、欲望のま

まに行動しますが、人間は、良心の声を聴き、義務の念を抱き、自らの理性が命じることに

従って生きることができます。その、「意志の自律」こそが人間の「自由」の根拠であり、そ

こに、人間の尊厳があるとカントは言うのです。欲望のままに生きるのは自由ではない、自

らの意志の命令に従って自らを律することが自由なのです。自主自律の自由な校風、という

のは、それができる人が集まっている、ということです。 

３年生の皆さんは、もうすぐ高校生になります。中学生から見ると高校生は「自由」に見

えるかもしれませんが、その分、「自律」が求められます。１、２年生も、もうすぐそれぞれ

進級し、後輩たちが入学してきます。「自由」と「自律」の意味を、後輩たちに態度で示せる

よう、残り３ヶ月、自覚を持って生活してほしいと思います。 
 
 
 
 
 

 
 

１月の主な予定                ２月の主な予定 
７日(水) 
８日(木) 
９日(金) 

 
10 日(土) 
12 日(月) 
13 日(火) 
14 日(水) 
15 日(木) 
16 日(金) 
20 日(火) 
21 日(水) 
29 日(木) 

  

休み明け集会 
委員会活動 
３時間授業 
（12:10 下校、給食・部活なし） 
中学入試適性検査 
成人の日 
入試事務のため自宅学習 
入試事務のため自宅学習 
外部模試（１～３年） 
外部模試（３年のみ） 
入試事務のため自宅学習 
入試事務のため自宅学習 
第４回定期考査（～30 日まで） 
第３回ＰＴＡ総務委員会 

５日(木) 
６日(金) 
７日(土) 
８日(日) 

 
10 日(火) 
11 日(水) 
16 日(月) 
20 日(金) 
23 日(月) 
25 日(水) 

 
26 日(木) 
27 日(金) 

委員会活動 
３年午前中授業（給食あり） 
いばらきっ子郷土検定県大会 
３年シンガポール語学研修 
（～13 日まで） 
第２回ＰＴＡ全体委員会 
建国記念の日 
３年振替休業日（2/11 分） 
ＳＳＨ成果発表会 
天皇誕生日 
３時間授業 
（12:10 下校、給食・部活なし） 
高校学力検査のため自宅学習 
高校学力検査のため自宅学習 

 

 12 月 15 日（月）に「中学生徒会立会演説会および選挙」を 

行いました。多くの生徒が立候補をし、「学校を自分たちで創 

っていく」という強い意欲が見られました。立候補者の演説は 

もちろん責任者の紹介も素晴らしかったです。  


